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注４ 神奈川県立逗子高等学校では，県立障碍者施設内喫茶店の開設と運営，公開自然環境保護講座の開講，
こどものための海洋理解クルーザー体験などを実施している。徳島県立穴吹高等学校では，県内の剣山
よりどこまで可視できるかを計算し，結果を観光 PR の HPに載せる取組を実施している。平成23年度神
奈川県新しい公共支援事業構成事業「寄附促進に向けた NPO 認知度向上事業（かながわ寄付をすすめる
委員会企画)」委託業務『ペニーハーベスト・プログラムを参考にしたサービスラーニング指導要領』公
益社団法人日本フィランソロピー協会p.９(2012)

注５ お茶の水女子大学附属中学校では，生徒が路上喫煙やポイ捨てに対する解決策を考えるという授業を
地方自治の学習単元で実施している。埼玉県桶川市立加納中学校では，生徒が桶川駅東口・商店街の活
性化に必要な解決策を考える授業を実施している。唐木清志『子どもの社会参加と社会科教育―日本型
サービス・ラーニングの構想―』東洋館出版社pp.123－150 (2008)

注６ 文部科学省中央教育審議会(2002)「青少年の奉仕活動・体験活動の推進方策等について(答申)」によ
ると「奉仕活動・体験活動」の青少年にとっての意義について，「社会奉仕体験活動，自然体験活動，職
業体験活動など様々な体験活動を通じて，他人に共感すること，自分が大切な存在であること，社会の
一員であることを実感し，思いやりの心や規範意識をはぐくむことができる。また，広く物事への関心
を高め問題を発見したり，困難に挑戦し解決したり，人との信頼関係を築いて共に物事を進めていく喜
びや充実感を体得し，指導力やコミュニケーション能力をはぐくむとともに，学ぶ意欲や思考力，判断
力などを総合的に高め，生きて働く学力を向上させることができる。」と書かれている。

注７ 大辞林（三省堂）によれば「共同」とは一つの目的のために複数の人が力をあわせること，「協同」と
は複数の個人や団体が心や力をあわせて同じ目的・共通の利益を守るために事にあたること，「協働」と
は同じ目的のために，協力して働くこととその意味が書かれている。ここから，本研究において「共同」
とは力をあわせるかどうかは別として，共に同じことを行う場合に使い，「協同」とは目的がはっきりし
ていて，そのために力をあわせて行う場合に使い，「協働」とは個人でなく組織として役割を分担して働
く場合に使うものとする。

注８ 田辺市立東陽中学校では，市民性教育とキャリア教育を融合した『夢実現学習』を実施している。加
治佐哲也監修・田辺市立東陽中学校編著『「夢実現学習」で中学校改革 ―学校評価・校内研修・学力向
上・カリキュラム開発の実践―』学事出版(2010)

注９ 上富田町立上富田中学校では，第３学年で花作りを通して地域の高齢者の方々と交流を深める「ふる
さと・ふれあい・福祉・フラワー」の４Ｆ学習を実施している。『平成16･17年度上富田町教育委員会委
託 研究集録』上富田中学校(2005)

注10 田辺市立新庄中学校では，グループで地震のメカニズム，地震の歴史，災害時のライフライン等を調
べる地震についての研究や，地震対策パンフレットの作成，ホームぺージで地域に発信するなど広報活
動を行っている。『平成12･13年度田辺市教育委員会研究指定 研究紀要』新庄中学校(2001)
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